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兵庫県における教育 GIS実践

1 .はじめに

GIS (地理情報システム)の社会的認知は

進みつつある。朝日新聞を例にみると地

理情報システムJという用語は， 1984年に

初めて新聞紙上に登場した。その後， 1995 

年ごろから増加し， 2000年には 22件の記事

が掲載されている(図 1)。その後，横ばい

で推移している 1)。また， NHKでは 2004年

1月から 12月まで「データマップ 63億人の

地図j が放送された。この番組の中でも GIS

が大きく取り上げられている九

このように GISの社会的認知が徐々にで

はあるが進みつつある状況を受けて，兵庫県

でも学校教育における GIS活用が増えてき

ている。本研究では，これまで県内の学校教

育において，報告された GISを活用した授

業実践事例をまとめ，教育 GISの今後を展

望したい。

2. 日本における教育GISの動向

大学において GIS教育は 1980年代後半よ

り始まった。例えば奈良大学では 1988年に

Pc-Arcinfoを導入し GIS教育を実践してい

る.(碓井・酒井， 2002) 0 日本大学は 1990年

より(高阪・関根， 2002)，立命館大学は 1992
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年より始めている(矢野， 1998)。しかし，

多くの大学の地理学教室では 1990年代後半

以降である。

学校教育の分野において最も早く GISを

紹介したのは，太田(1988)である。太田(1988)

は，研究分野において GIS活用が本格的に

始まりつつあることを指摘し，地図リテラシ

ーの教育における重要性を指摘した。それ以

降，教育における GISの有効性について，

いくつかの論文が発表された。中村(1995) 

は GISを活用した主題図作成を紹介し，秋

本(1996) は高等学校において， GISを導入

する場合の課題を検討した。さらに秋本

(2001)は地理教育における GISの意義を

指摘し，南埜 (2003) はそれまでの GIS導

入・活用における問題点と今後の課題を整理

し，学校教育における GISの活用には rGIS

教育Jと rGIS利用J2つの立場があること

を指摘したヘ

次に学会や研究会の動きをみると， 1996 

年に地理情報システム学会の中に学校教育委

員会が設けられ，公開研究会を開いている。

その成果は，井田ほか (2001)にまとめられ

た。 2002年には教育現場と GIS関連業界と

の「ブリッジセンター」としての役目を担う

目的で，教育 GISフォーラムが設立されたヘ

そして GISキャンプやワークショップなど

様々な行事が催され，普及活動が広がりつつ

ある。

2003年には， 日本地理学会春季学術大会

において学校教育における GIS利用の可

能性を探るj のシンポジウムが， 2004年に

は，日本地理学会秋季学術大会において， r教
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育現場における GIS活用の課題と方策」の

シンポジウムがおこなわれた。これらのシン

ポジウムにおいて， GIS活用の現状と課題に

ついて意見の交換がなされた。さらに， 2002 

年より GISDay in関商が毎年開催され， GIS 

の普及に大きな影響を与えた九現在，北海

道や東京など各地で GIS Dayが催されてい

る。

定期刊行物については， IGIS NEXTJ が，

2004年に IGISをどう教えるかJの特集を

組んだめ。「地理jにおいても， 2006年に IGIS

をどう使うか?Jの特集の rt'で，教育 GIS

についても言及しているに

3. 兵庫県におけるGISの動向

GISが行政に昨及するきっかけの 1つは，

1995年の阪神大震災であった。震災直後，

長田区の瓦礁撤去において， GISの平iJ川が行

政の事務効率を向上させることがiilE明され，

政府の GIS政策へも影響を与えたとされて

いる(碓井， 2003) 0神戸市とその周辺自治

体では「地震災主対策システムj の構築が，

GISを用いて進められてきた(r1本部IJ位協会，

2004)。また，岡山市が 1998年度に稼働させ

たインターネットによる地位!案内サービス

「道知る兵待jJ は， [，ijm-が GISをJT]し、て独
自に開発したもので，他市への;;伝学15も大きい

(牧瀬， 2006) 

教育の分野においても，他リILと比べ比較的

早くから GISの導入がiiliめられた円例えば，

兵庫県立人と自然の博物館では，インターネ

ット GISを公開し，環境教育の分野で参加l

型の GISを構築しているヘ県立i:7i等学校教

育研究会地理部会では， 2002年に GISのf受

業実践報告がおこなわれているけ)。

また，十tjl戸市では 2002年度以降，教育委

員会を中心に GISの導入を柏極的に進めて

いる o 2003年 3J]の「高校j也肱・公民科新

設科目指導法研究講座」に大学教員を招いて，

講演と GISデモをおこなったのを皮切りに，

毎年のように「市立高校教育研究会地歴部会

・公民部会の合同研修会Jや「中学校社会科

研究部地区大会J， I神戸市中学校教育課程

研究集会」など様々な研究会を通して， GIS 

の紹介や GIS研修，公開授業，授業実践報

告をおこなっている(岡本， 2003)。

教員養成についてみると，兵庫教育大学で

は 1999年に GISが導入され， 2000年には大

学院の専門科目「地域地理学研究法Jにおい

て， GIS教育がスタートした(南埜・吉本，

2005)。これにともない，教育 GISに関する

修士論文や大友ほか (2006) のような教材開

発例もみられるようになった。一方，神戸大

学文学部では， 2006年より文部科学省「資

質の高い教員養成推進プログラムJ採択プロ

ジェクト「地域文化を担う地歴科教員の養成j

が始まり，高校との連携プロジェクトの中で，

GIS 活用を模索している(神戸大学文学部，

2007)0 

4. 兵庫県におけるGISを活用した授業

兵!京県内において実践された GISを活用

した授業実践(以下， f受業実践)を収集した。

収集に当たっては，論文や報告書として刊行

されているもの，公的機関の Webサイトに

公開されているもの，学会や研究会等で発表

されたものを対象とした。その結果， 20の

実践を収集することができ，一覧表にまとめ

た(哀:1 )。

出典については，一つの実践が複数の媒体

に発表されている事例については，入手しや

すいものを記載するようにした。 時期につい

ては，原則として発表年を採用しているが，

一部実践年を示している場合もある O また校

種については，小学校の場合は学年まで，高

等学校については学科まで記載した。さらに

「実践のねらい等Jについては，授業の目的

や概要を，報告から読み取り記載し， IGIS 

活用について」は， GIS活用の観点を具体的

に報告から読み取り記載した。
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同
一
地
域
で
の
協
同
学
習
を
通
し
て
，
携
帯
電
話
を
使
い
，
調
査
情
報
を
GI
S
デ
ー
タ

丹
波
市
立
船
城
総
合
的
な
We
b
上
で
、
の
マ
ッ
プ
情
報
の
共
有
や
交
流
ベ
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ス
に
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録
し
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そ
の
デ
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を
マ
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プ

の
可
能
性
を
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め
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す
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。
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西
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表 1の冒頭にみられる笹田・吉川報告は，

大阪大学工学部環境工学科の研究室が，三田

市の複数の小学校において，身近な地域の学

習の副読本「郷土の社会科-ひらけゆく 三田

市」を補完する目的として 実験的にコンビ

ュータを活用したものである。この報告は，

1985年になされており(実践は 1983年)， 

日本で最も早い時期に， GISを活用した事例

と見なすことができょう 。この時期に GIS

という概念、は，日本ではまだ一般的ではなく，

報告においても， GISという言葉は登場して

いない

以下では，授業実践を，校種・教科，導入

・サポート，地域スケール， GISの活用方法

の各項目について検討する。

(1)校種・教科

授業実践数を校種別・教科別にみると，表

2のような結果となる。小学校 7，中学校 3，

高等学校 10となり，中学校がやや低調とい

える。またどのような教科で活用しているの

かをみると，社会科(高等学校では地歴科)10， 

総合的な学習 5，学校設定科目 2となってい

る。社会科(地歴科)における実践はすべて

地理的分野(高等学校では地理 A • 8) であ

る。小学校において，総合的な学習における

実践が目立っているのが特徴的である。また

高等学校において，商業科での実践がみられ

る点にも注目しておきたい。

表2 実施科目一覧

小学校 中学校 高等学校

社会科 2 3 

地歴科. 5 

商業

総合的な学習 4 

学校設定科目 2 

不明

合計 7 3 10 

出所:表 1より作成

(2)導入・サポート

GISの導入方法をみていくと， E-スクエア

のエデュマッププロジェクト， E-スクエアア

ドバンスのプトレマイオスなどのプロジェク

トに参加した事例が小学校で、は多く含まれて

いる。また ESRI社の教育支援フ。ログラムの

支援を受けた事例も多数見受けられる。さら

には，大阪大学，兵庫教育大学，神戸女子大

学など大学による支援も見逃せない。

(3)地域スケール

GISをどのような地域スケールで、活用して

いるのかを，身近な地域，県，国，州、|・大陸，

世界に分けて検討した。その際，高等学校の

市町村スケールの授業実践は，身近な地域と

して数えた。それは高等学校においては，生

徒の経験地域が広がることを考慮し，地理 B

の学習指導要領(文部省， 1999) では，身近

な地域ではなく市町村を経験地域として調査

するように設定されていることを参考にした

ためである。

その結果，校種を問わず，身近な地域のス

ケールにおける活用が圧倒的で、14事例であ

った(図 2)。

図2 GIS実践事例における地域スケール
出所・表1より作成

(4) GISの活用方法

GISを授業で活用するには，①教員による

教材開発，②教員による学習者(児童・生徒)

への提示，③学習者による活用の 3通りが考

-16ー



えられる。今回収集した授業実践では， 16 

事例が学習者による GIS活用で，教師によ

る提示は4事例に過ぎなかった。また教材開

発に利用した事例は無かった。

以上の結果をまとめると，まず外部からの

サポートの多さを指摘できる O このことは。

ソフトの費用の問題もあるが，教員がまだ

GISを授業教材として十分に活用し切れてい

ない現状を反映したものと考えられる。

また身近な地域スケールにおいて，学

習者が GISを活用するj 授業実践が大多数

であることも明らかとなった。この点は，全

国の学校教育における GIS活用の実践 59事

例を分析した小橋 (2004) の結果と整合して

いる。

今回収集した活用事例は，論文や報告書と

して発表されたり， Webサイト上に先進例

として掲載されているものである O したがっ

て学習者が活動している事例の方が注目を集

めたり，価値があると判断された結果，学習

者による GIS活用の事例が多くなった可能

性がある O しかし，割合の多さを考えると，

やはり GISの活用は「身近な地域で，学習

者による活用Jという固定観念があるような

気がしてならない。

5. おわりに

今回収集した 20の GISを活用した授業実

践を分析した結果，兵庫県においては， 日本

でも肢も早し 1時期に，実験的に教育 GISの

導入がおこなわれたことが分かった。また，

GISの導入は Eスクエアのプロジェクトや

ESRI社の教育支援プログラムを用いた授業

実践が多く，多くの資金や人的資源，技術を

投入した rJ二からの導入」事例が多いことも，

明らかとなった。

今後，教育 GIS発展のためには，より多

くの授業実践を積み重ねていくことがl必要で

ある。さらに教材のパッケージ化や教員研修

の推進などをはかることにより， GISを導入

しやすい環境を整える必要があろう。

また，井田 (2006)が指摘するように， r本
来，授業は，学習させるべき目的があり，そ

の目的達成のためのどのような方法で学習す

るのかが，考察され，実施されるべきであるん

GISの導入においても， GISがあるから活用

するのではなく，授業のねらいと GIS活用

の効果を考慮した活用が望まれよう。

付言己

資料収集に当たり，神戸市教育委員会総務部新構

想高校推進室の岡本真一氏のお世話になった。ま

た兵庫教育大学の南埜 猛先生にご指導を頂い

た。記してお礼を申し上げます。

注

(1)朝日新聞記事データベースを検索した結果で

ある O 牧瀬 (2006) も朝日・産経・毎日・読売4

紙を用いて，同様の検索をおこない地理情報

システムJの語句の推移を図化している O それに

よれば 1998年から 2000年に急増している。

(2)後述する教育 GISフォーラムでは，この番組

を授業に活用することを目的に，教材化プロジェ

クトを立ち上げ 4回の研究会を聞いている。

(3)本研究においては，南埜 (2003) の指摘する

IGIS教育」と IGIS利用」の 2つの立場を含め，

教育 GISとよんでいる。

(4)教育 GISフォーラムの紹介ノミンブレットには

「本フォーラムは，教育現場と GIS関連業界との

「ブリッジセンター」としての役割を担い，各種

団体や地域社会とも連携をはかりながら，誰もが

GISを基礎的なツールとして活用できるより良い

利用環境を提供し，あらゆる教育現場における

GISの普及・発展に寄与することを目的としま

す。」とある。

(5)地理情報システム学会・人文地理学会・立命

館大学地域情報研究センターの共催で 2002年，

2003年， 2004年に GIS Dayが催された。内容は

GIS教育セミナー， GIS講習会などであるO その
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後 2005年は奈良大学で， 2006年は立命館大学で

開催されている o

(6) ~GIS NEXT ~特集 fGIS をどう教えるかJ 2004 

年， No.6. 

(7) ~地理』特集 fGIS をどう使うか? J 2006年，

1月号.

(8)兵庫県立人と自然の博物館におけるインター

ネット GISの URLは，

http://info.hitohaku.jp/cgilmap/top. htmIである。

( 9)この発表内容については，兵庫地理 47，

pp.49・50に発表記録が掲載されている。
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